
帥
殿(

藤
原
伊
周)

が
南
の
院
で
、
人
々
を
集
め
て
競
射

を
な
さ
っ
て
い
た
時
に
、

こ
の
殿(

藤
原
道
長)

が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
思
い

が
け
ず
不
思
議
な
こ
と
だ
と
、

中
の
関
白
殿(

藤
原
道
隆)

は
お
思
い
に
な
っ
て
驚
い
て
、

た
い
へ
ん
も
て
な
し(

機
嫌
を
と
り)

申
し
上
げ
な
さ
っ

て
、(

道
長
は
伊
周
よ
り
も)

官
位
は
低
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
け
れ
ど
、(

順
番
を)

先
に
立
て
申
し
上
げ
て
、

ま
ず
射
さ
せ
申
し
上
げ
な
さ
っ
た
と
こ
ろ
、
帥
殿
の(

的

に
当
た
っ
た)

矢
の
数
が

も
う
二
本(

道
長
よ
り
も)

劣
り
な
さ
っ
て
い
た
。

中
の
関
白
殿
や
、
ま
た
、
そ
の
前
に
控
え
て
い
た
人
々
も

「
も
う
二
回(

競
射
を)

延
長
な
さ
い
ま
せ
」

と
申
し
上
げ
て
、
延
長
さ
せ
な
さ
っ
た
の
を
、

(

道
長
は)
気
分
が
穏
や
か
で
な
く
お
思
い
に
な
っ
て
、

「
そ
れ
な
ら
ば
延
長
な
さ
い
ま
せ
。」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
ま
た
射
な
さ
ろ
う
と
し
て
、

お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
こ
と
に
は
、「
道
長
の
家
か
ら
、
帝
や

中
宮
が
即
位
さ
れ
な
さ
る
は
ず
で
あ
る
な
ら
ば
、

こ
の
矢
、
当
た
れ
。」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
と
こ
ろ
、

同
じ
当
た
る
に
し
て
も
、
な
ん
と
的
の
中
心
に
当
た
っ
た

で
は
な
い
か
。
次
に
帥
殿
が
射
な
さ
っ
た
が
、

た
い
へ
ん
気
後
れ
し
な
さ
っ
て
、
御
手
も
震
え
た
た
め
で

あ
ろ
う
か
、

的
の
あ
た
り
の
近
く
に
さ
え
寄
ら
ず
、
見
当
違
い
の
所

を
射
な
さ
っ
た
の
で
、

関
白
殿
は
顔
色
が
青
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
再
び
、

入
道
殿
が
射
な
さ
ろ
う
と
し
て
、「(

私
が)

摂
政

や
関
白
を
す
る
は
ず
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
矢
、
当
た

れ
。」

と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
と
、
は
じ
め
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、

的
が
破
れ
る
ほ
ど
の
勢
い
で
、
同
じ
と
こ
ろ
に

射
な
さ
っ
た
。
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帥
殿
の
、
南
の
院
に
て
、
人
々
集
め
て
弓 

あ
そ
ば
し 

し
に
、

こ
の
殿
わ
た
ら  

せ      

給
へ      

れ
ば
、
思
ひ
か
け 

ず   

あ
や
し
と
、

中
の
関
白
殿 

お
ぼ
し
驚
き 

て
、
い
み
じ
う 

饗
応
し   

申
さ    

せ

給
う       

て
、
下
臈    

に   
お
は
し
ま
せ 

ど
、
前
に
立
て   

奉
り 

て
、

ま
づ
射
さ
せ      

奉
ら       

せ 

　 

給
ひ         
け
る
に
、
帥
殿
の
矢
数

い
ま
二
つ 

劣
り
　
　  

給
ひ  

　
　
ぬ
。

中
の
関
白
殿
、
ま
た
、
御
前
に 

候
ふ 

人
々
も
、「
い
ま
ふ
た
た
び

延
べ
さ
せ
　 

給
へ
。」
と 

　
申
し 

て
、
延
べ
さ
せ
　 

給
ひ 

　
け
る

を
、
や
す
か
ら 

ず  

お
ぼ
し
な
り 

て
、「
さ
ら
ば
、
延
べ
さ
せ

 

給
へ 

。」
と 

　   

仰
せ  

ら
れ
て
、
ま
た
射
さ
せ
　  

給
ふ 

と
て
、

仰
せ   

ら
る
る
や
う
、「
道
長
が
家
よ
り
、
帝
・
后
立
ち 

給
ふ 

べ
き
も
の
な
ら
ば
、
こ
の
矢
当
た
れ
。」
と 

仰
せ   

ら
る
る
に
、
同

じ
も
の
を
中
心
に
は
当
た
る 

も
の
か
は 

。
次
に
、
帥
殿
射 

給
ふ
に
、

い
み
じ
う
臆
し
　
　 

給
ひ 

て
、
御
手
も
わ
な
な
く
け
に 

や 

、
的
の

あ
た
り
に 

だ
に 

近
く
寄
ら
ず
、
無
辺
世
界
を
射 

給
へ 

　   

る
に
、

関
白
殿
、
色
青
く
な
り
ぬ
。
ま
た
、
入
道
殿
射 

給
ふ 

と
て
、「
摂
政

・
関
白
す
べ
き
も
の
な
ら
ば
、
こ
の
矢
当
た
れ
。」
と 

仰
せ 

ら
る
る
に
、
初
め
の
同
じ
や
う
に
、
的
の
破
る
ば
か
り
、
同
じ
と
こ

ろ
に
射
さ
せ
　 

給
ひ
　
　
　
　
つ
。

下
二
・
用

四
段
・
用

過
去
「
き
」
体

ⓢ
作
者
↓
帥
殿

四
段
・
未

尊
敬
「
す
」
用

四
段
・
已
完
了
「
り
」
已

下
二
・
未

打
消
「
ず
」
用

ⓢ
作
者
↓
こ
の
殿(

道
長)

形
・
シ
ク
活
用
・
終

四
段
・
用

ⓢ
作
者
↓
中
の
関
白
殿

形
・
シ
ク
・
用
・
ウ
音
便

サ
変
・
用
補
動
・
四
段
・
未

ⓚ
作
者
↓
こ
の
殿

尊
敬
「
す
」
用

補
動
・
四
段
・
用
・
ウ
音
便

ⓢ
作
者
↓
中
の
関
白
殿

←

断
定
「
な
り
」
用

補
動
・
四
段
・
已

ⓢ
作
者
↓
こ
の
殿

下
二
・
用

補
動
・
四
段
・
用

ⓚ
作
者
↓
こ
の
殿

上
一
・
未

尊
敬
「
す
」
用

補
動
・
四
段
・
未

ⓚ
作
者
↓
こ
の
殿

使
役
「
さ
す
」
用

補
動
・
四
段
・
用

ⓢ
作
者
↓
中
の
関
白
殿

過
去
「
け
り
」
体

四
段
・
用 補

助
動
・
四
段
・
用

完
了
「
ぬ
」
終

ⓢ
作
者
↓
帥
殿

四
段
・
体

ⓚ
作
者
↓
中
の
関
白
殿

下
二
・
未

使
役
「
さ
す
」
用 補

助
動
・
四
段
・
命

ⓢ
人
々
↓
こ
の
殿

四
段
・
用

下
二
・
未

尊
敬
「
さ
す
」
用

ⓚ
作
者
↓
こ
の
殿

過
去
「
け
り
」
体

補
助
動
・
四
段
・
用

ⓢ
作
者
↓
こ
の
殿 ←

形
・
ク
活
用
・
未

打
消
「
ず
」
用

四
段
・
用

ⓢ
作
者
↓
こ
の
殿

補
助
動
・
四
段
・
命

ⓢ
こ
の
殿
↓
中
の
関
白
殿 下

二
・
未

ⓢ
作
者
↓
こ
の
殿

尊
敬
「
ら
る
」
用

上
一
・
未

尊
敬
「
さ
す
」
用

補
助
動
・
四
段
・
終

ⓢ
作
者
↓
こ
の
殿

ⓢ
作
者
↓
こ
の
殿

下
二
・
未

尊
敬
「
ら
る
」
体

四
段
・
用補
助
動
・
四
段
・
終

←

下
二
・
未尊

敬
「
さ
す
」
用

ⓢ
こ
の
殿
↓
帝
・
后

当
然
「
べ
し
」
体

四
段
・
命

下
二
・
未

ⓢ
作
者
↓
こ
の
殿 尊

敬
「
ら
る
」
体

四
段
・
体

終
助
・
詠
嘆

上
一
・
用

補
助
動
・
四
段
・
体

ⓢ
作
者
↓
帥
殿

形
・
シ
ク
活
用
・
体

形
・
シ
ク
活
用
・
用
・
ウ
音
便

サ
変
・
用

補
助
動
・
四
段
・
用

ⓢ
作
者
↓
帥
殿

係
助

断
定
「
な
り
」
用

四
段
・
体

副
助
形
・
ク
活
用
・
用

四
段
・
未
打
消
「
ず
」
用

上
一
・
用

補
助
動
・
四
段
・
已

ⓢ
作
者
↓
帥
殿 完

了
「
り
」
体

形
・
ク
活
用
・
用

四
段
・
用
完
了
「
ぬ
」
終

上
一
・
用
補
助
動
・
四
段
・
終

ⓢ
作
者
↓
入
道
殿(

こ
の
殿)

サ
変
・
終

当
然
「
べ
し
」
体

四
段
・
命

下
二
・
用

ⓢ
作
者
↓
入
道
殿

尊
敬
「
ら
る
」
体

比
況
「
や
う
な
り
」
用

下
二
・
終

上
一
・
未

尊
敬
「
さ
す
」
用

補
助
動
・
四
段
・
用

ⓢ
作
者
↓
入
道
殿

完
了
「
つ
」
終

断
定
「
な
り
」
未
然


